
中
世
末
期

に
於
け
ろ
國
民
文
化
の
進
展
ご
佛
敖
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藤

原

弘

道

應
仁

文
明
の
亂
を
動
因
、こ
し
た
戰
國
の
世
相
は
、
盛
蓑
興
亡
目
ま
ぐ

る
し
い
變
邁
を
逾
ぴ
、
各
方
面
に
實
力
の
尊
重
、

個
性
の
發
揮
、
乃

至
は
現
世
的
色
彩
を
展
開
し
た
。
自
己
の
力
に
信
頼
す
る
進
取
的
意
氣
は
現
實
を
樂
し
む
心
-こ
な

つ
て
、
現
世
重
靦
の
聲
は
隨
所
に
湧

い
た
。

國
民
各
自
の
自
覺
は
從
來
の
貴
族
、
僭
侶
、
武
士
申
心
の
文
化
以
外
に
、

民
衆
自
ら
の
生
活
、
獨
自
の
文
化
を
創
造

せ
ん
ーこ
し
て
、
其
の
趣

味
、
其

の
嗜
好

に
適
す
る
丶文
學
、
藝
術
を
産
み
出
す
こ
ーこ
に
よ
つ
て
、
近
世
日
本
文
化
の
黎
明
が
告
け
ら
れ
た
。

さ
て
佛
教

一
た
び
我
國
に
傳
つ
て
以
來
、

そ
の
豊
富
な
る
教
義

ご
體
驗
-こ
は
國
民
生
活
の
重
要
な
る
文
化
的
要
素

、こ
な

つ
て
國
民
文
化
を

指
導
し
た
こ
,こ
は
い
ふ
ま
で
も
な

い
。
而
し
て
鎌
倉
時
代
の
新
宗
派
の
獨
立
運
動
を
絡

へ
た
室
町
時
代
の
佛
教
は
貴
族
、

武
士
、こ
い
ふ
が
如

き
上
流
祉
會
の
聞
に
受
容
さ
れ
九
も
の
で
な
く
、

民
衆

一
般
の
聞

に
普
く
浸
潤
し
た
。
叉
地
理
的
に
も
奈
良
、
京
都

等
・こ
固
定
し
た
佛
教
で

は
な
く
、
全
國
的
に
廣
く
傳
播
し
た
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
當
代
に
於
け
ろ
僣
侶
ぱ
文
化
の
荷
擔
者
で
あ
つ
た
が
、

一
は
攻
城
野
戰
に
寧

日

な
き
戰
亂
多

い
時
代
で
あ
り
、

一
は

一
般
民
衆
に
親
し
く
接
し
た
結
果
、

博
學
有
徳
の
僣
の
出
現
少
く
、
た
、こ
へ
狂
言
の
題
材

-こ
な
つ
た
凡

僣
愚
僣
ま
で
行
か
す
,こ
も
、
漑
し
て
聖
な
る
文
化
價
値
を
失

つ
て
、
世
俗
化
し
て
行

つ
た
こ
、こ
は
事
實
で
あ
ら
う
。



抑

々
世
俗
の
生
活
を
離
れ
た
出
家
は
須
ら
く
恩
怨
を
超
越
す
べ
き
筈
で
あ
る
。

故
に
王
朝
以
來
出
家

は
世
捨
人
、こ
い
ふ
概
念
か
ら
敵
味
方

の

ロ

の
聞
を
自
由
に
交
通
す
る
r
l
'/1　
fl�la
さ
れ
て
ゐ
た
。
眞
實
の
楡
で
な
く
、

た

ゴ
僣
服
を
身
に
纏
ひ
、
頭
を
圓
め
た
も
の
、
或
ぱ
修
驗
道
の
山

伏
姿
に
身
を
窶
し
た
も
の
ミ
雖
も
陣
中
で
は
特
別
の
取
扱
を
受
け
た
。

戰
國
時
代
に
於
け
る
陣
僣
、
軍
僣
の
活
動
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
昔
物

語
第
廿
五
卷
、
源
頼
義
朝
臣
罸
安
部
貞
任
等
の
物
語
の
中
に
、
陸
奥
の
國
司
藤
原
登
任
の

一
族
茂
頼
の
こ
、こ
を
述
べ
て
、

軍

敗

レ
テ
後
數

日
守
ノ
所
在
不
γ知
、
既

二
敵

ノ
爲

メ
ニ
被
レ討

ニ
ケ
リ
ト
思
テ
、
泣
々
我

レ
彼
ノ
骸
骨
ラ
求
メ
テ
葬

セ
ム
。

但

シ
軍

ノ

中

ニ
ハ
僭

二
非
ズ
バ
難
レ
入
ト
云
テ
、
忽

二
髪

ラ
剃
テ
僣

ト
成
テ

軍
ノ
庭
ヲ
指

テ
行
ク
。

道

二
守

二
値

ヌ
レ
バ
、

且

ハ
喜
ビ
且

ハ
悲

ム

丿ア
{守
ト
丘
ハ
ニ
返

ヌ
。

、こ
い
ふ
の
は
そ
の
問
の
事
情
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

足
利
季
世
紀
第
四
に
は
、
天
文
三
年
湯
川
民
部
少
輔
の
子
業
阿
彌
、こ
い
ふ
法
師
を
陣
僭
、こ
し
て
、

回
歌
を
書

い
て
敵
陣

に
途
つ
た
こ
・こ
が
見

え
て
ゐ

る
。
戰
國
時
代
に
は
か
く
の
如
き
こ
ーこ
が
屡
々
見
ら
れ
る
。

0

弘
治

三
年
二
月
に
は
毛
利
元
就
が
豊
後
國
大
友
氏

へ
使
僣
を
派
し
、
天
正
十
年
六
月
に
は
、

高
松
城
主
清
水
宗
治
が
切
腹
す
る
や
、
秀
吉

②

は
大
知
坊

-こ
い
ふ
陣
僣
を
毛
利
の
陣
に
遣
は
し
、
毛
利
家
で
は
安
國
寺
惠
瓊
を
陣
僣
、こ
し
て
ゐ
る
。

彼
等
も
か
く
罕
和
の
媒
介
者

ご
見
れ
ば

甚
だ
賀
す

べ
き
で
あ
る
が
、
中

に
は
軍
の
策
動
を
な
し
、

私
利
を
計
る
似
而
非
な
る
僣
も
あ

つ
た
。
そ
れ
ら
に
い
た
つ
て
は
佛
敏
を
冐
漬
す

る
も
の

、こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

土
佐
の
長
曾
我
部
元
親

は
、
出
家
形
儀
の
事
を
規
定
し
て
、

一
ニ
ハ

不
レ
邃
昌
上
聞

一落
墮
於
レ仕
者
、
忽
可
レ行
昌死
罪
↓

}
ニ
ハ

不
γ叶
子
細
無
レ之
者
、
夜
中
拙
行
停
止
、

45



一
ニ
ハ

亂
行
之
輩
聞
立
於
昌申
上
一者

一
稜
可
二褒
美
↓

③

右
條
々
於
レ猥
者
、
依
訟其
輕
重

↓可
レ
爲
コ流
罪
一事
。

ε
い
ふ
條
目
を
幽
し
て
、
特
に
僣
徒
の
夜
中
出
行
停
止
を
規
定
し
て
ゐ
る
如
き

は
、
僣
徒
の
策
動
を
禁
じ
、

軍
事

に
關
す
る
嫌
疑
を
邂
け
し

め
ん
が

た
め
で
あ

つ
た
。

吾
妻
鏡
卷
五
、
文
治
元
年
十

一
月
十
七
日
丙
申
の
條
に
、
「
伊
豫
守
(
源
義
經
)者
假
昌山
臥
之
姿
一逐
電
訖
」
ε
あ
る
の
は
、

山
伏
姿
で
敵
味

方
交
通

の
安
全
を
期
す
る
こ
ーこ
が
出
來
た
樣
子
が
知
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
武
田
信
玄
も
、「
禰
宜
井
山
伏
等
之
事
不
レ
可
レ頼

笥
主
人
↓
若
背
昌
此
旨

崘

④

者
分
國
俳
徊
可
レ爲
二停
止
一事
。
」

ε
山
伏
の
害
を
重
覗
し
て
ゐ
る
。
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誂

①

中
國
洽
亂
詑

②

川
角
太
閤
記

③

長
曾
我
部
元
親
家
法
百
ヶ
條

④

武
田
信
玄

甲
州
法
度

二

瓧
寺

は
信
仰
の
威
力
、こ
廣
大
な
る
境
内
及
び
所
領
を
有
し
て
ゐ
る
か
ら
、

附
近
の
豪
族
は
そ
の
懐
柔
の
爲
め
、
更
に
進
ん
で
檜
徒
の
力
を

利
用
せ
ん
が
爲
め
に
師
檀
關
係
を
結
ん
だ
も
の
も
あ
り
、

一
族
門
葉
を
僣

・こ
し
て
、

祉
寺
に
住
せ
し
め
た
こ
ーこ
も
戰
國
時
代
思
潮
の

一
現
象

で
あ
る
。

　

O

元
龜

二
年
.
信
長
の
比
叡
山
燒
打
ち
の
如
き
も
、

一
山
偸
徒
修
學
の
廢
怠
墜
落
の
結
果
に
基
く
、こ
い
は
れ
る
が
、

そ
の
直
接
原
因
は
比
叡



山
の
僣
徒
が
淺
井
、
朝
倉

二
氏
に
味
方
し
た
爲
め
で
あ
る
こ
・こ
は
い
ふ
ま
で
も
な

い
。
こ
㌧
に
豪
族
ε
の
師
檀
關
係
は
、

そ
の
豪
族
ぐ
}運
命

,②

を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
實
を
知
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
中
世
末
期
の
佛
敏
は
そ
の
文
化
的
價
値
に
於
て
儒
教
の
如
き
隆
盛
を
見
す
し
て
、

自
ら
そ
の
威
信
を
失
墜

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
佛
教
行
事
・こ
し
て
は
民
衆
的
な
時
代
精
榊
に
よ
く
投
合
し
て
人
心
を
把
握
し
た
。

た
、こ
へ
形
式
的
に
墮

し
た
ーこ
は
言

へ
、

一
般

民
衆

の
信
仰
を
繋
ぎ
止
め
て
ゐ
た
も
の
に
廻
國
巡
禮
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
國
民
文
化
の
發
展
に
資
す
べ
き
處
少
く
な

じ
。

帥
ち

巡
禮
の
往
來
は
聞
接
に
は
交
通
を
發
逹
せ
し
め
、
都
鄙
相
互
の
丈
化
曹
及
に
與
つ
て
頗
る
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。

抑

々
巡
禮
、こ
い
ふ
思
想
は
、
勿
論
印
度
、
支
那
か
ら
渡
來
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、

我
國
で
は
李
安
朝
か
ら
觀
晋
信
仰
・こ
結
び
付
い
て
盛

な
民
衆
的
行
事

・こ
し
て
發
逹
し
た
Q

戰
國
時
代
は
諸
國
兵
戰
の
爲
め
に
荒
さ
れ
、

一
見
交
通
甚
だ
危
險
で
あ

つ
た
や
う
に
思
は
れ
る
が
、

實
際
は
巡
禮
の
往
來
頗
る
頻
繁
に
行

は
れ
た
。
天
陰
語
録
に
、

、
巡
禮
之
入
浴

二于
村
一盈
禺于
里
↓
背
後
貼
ご
尺
布
↓
書
日
コ三
十
三
所
巡
禮
↓
中
略
、
其
源
出
二花
山
上
皇

一也
。

自

二寛
和
二
年
一至
昌今
明

應
八
年
噛
己
得
コ五
百
餘
霜
↓
巡
禮
之
人
盆
熾
也
。

ε
い
ひ
、
然
も
こ
れ
ら
の
巡
禮
に
對
し
て
保
護
を
加

へ
た
こ
ε
は
、
同
語
録
に
、

關
吏
譏
而
不
レ
征
レ之
、
舟
師
憐
而
不
レ賃
レ之
、
或
推
レ
食
食
レ之
、
或
推
レ
衣
衣
γ之
。

・こ
い
ひ
、
叉
蓮
歌
師
宗
長
は
大
永
五
年
+
二
月
小
田
原
に
於
て
、
下
野
守
時
茂

に
對
し
、

慈

悲
の
か
ぎ
り
さ
は
い

へ
さ
、
巡
鱧
す
る
も
の
を
唐
土
に
は
遊
手
の
民
、こ
て
許
容
せ
す
・こ
な
ん
、

あ
る
は
佛
事
作
善
の
つ
い
で
な
,ご
に

③

は
有
べ
し
、
必
す
す
ε
す
る
こ
マ」に
は
あ
ら
す
か
し
。
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・こ
、
・そ

の
保
護
に
過
ぎ
る
こ
ε
を
諌
め
て
ゐ
る
。

曾
て
雜
誌

「
伊
豫
史
談
」
第
五
十
四
號
に
報
告
ざ
れ
た
國
幤
中
瓧
土
佐
紳
瓧
内
陣
の
樂
書

に
、

四

働
遍
路
の
身
共
只

一
入
、
城
州
の
住
人
藤
原
富
光
是
也

元
霾
三
年
二
月
廿
七
日
書
也

あ

ち
く

御
は
り
や
な
ふ
く

何
共
や
さ
な
く
て
此
宮
に
ーこ
ま
り
申
候

か
き
を
く
も
か
た
み
ーこ
な
れ
や
筆
の
跡
我
は
い
つ
く
の
土
-こ
な
る
、こ
も

こ
れ
に
よ
る
ーこ
、
四
國
八
十
八
ケ
所
巡
禮
の
こ
の
遍
路
に
宿
の
か
し
て
が
な
く
、

こ
の
紳
瓧
に
宿
泊
し
九
も
の
ーこ
見

え
る
。
更
に
叉
、

備

中
國
、
月
光
寺
、
玉
藏
寺
、
松
本
坊
、
同
行
七
入

元
龜
二
年
六
月
五
日

金
松

高
遐
法
師
、
光
勝
禪
門
、
道
慶
禪
門
、
六
郎
兵
衞
、
四
郎
二
郎
、
忠
四
郎
、
藤
次
郎
、
妙

才
、
妙
勝
、
泰
敏
法
師
、
爲
六
親
眷
屬
也
、

南

無

阿

繭

陀

佛

'

以
上
の
如
き
樂
書
は
巡
禮
者
の
有
樣
を
知
る
面
白
い
資
料
の

一
つ
で
あ
る
。

そ
の
他
京
都
三
十
三
所
巡
禮
、
江
戸
三
十
三
所
巡
禮
、
江
戸
八

十
八
所
遍
禮
、
十
二
藥
師
詣
、
六
地
藏
詣
等
は
日
次
紀
事
及
東
都
歳
事
記
等
の
年
中
行
事

に
見
え
。
百
日
詣
、
千
日
詣
、

月
詣
、
千
度
詣
等

に
至

つ
て
は
、
必
す
し
も
此
時
代

に
始
つ
た
も
の
で
は
な
く
、
叉
後
の
時
代
に
始
る
も
の
も
あ
る
が
、

頗

る
盛
に
行
は
れ
た
こ
、こ
を
知
る
こ

・こ
が
出
來
る
。

こ
の
外
當
代
に
於
け
る
佛
教
の
民
衆
的
な
儀
禮

、こ
し
て
大
念
佛
、
念
佛
踊
、
.六
齋
等
が
盛
に
行
は
れ
た
が
、
そ
れ
ら

に
至
つ
て
は
、

深
刻

な
宗
敦
的
意
識
の
目
覺
め
で
は
な
く
、
よ
し
宗
教
的
背
景
を
多
分
に
持

つ
て
ゐ
た
に
せ
よ
、

そ
れ
は
將
に
目
覺
ん
ーこ
す
ゐ
當
時
の
人

亙
の
享
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樂
的
意
識
を
滿
さ
ん
ーこ
す
る

唄
手
段
・こ
し
て
、
遊
戯
的
分
子
の
多
分
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
ーこ
は
否
定
す
る
こ
・こ
が
出
來

な
い
。

享
祿
二
年
三

④

月
十
三

日
の
嵯
峨

大
念
佛
に
兎
月
橋
が
落
ち
、
七
八
十
人
ば
か
り
河
中
に
落
ち
た
、こ
い
ひ
漁

永
祿
十
年
七
月
粟
田
口
の
風
流
は

一
乘
寺
の
念

0

佛
踊
・こ
共
に
頗
る
盛
大
で
あ

つ
た
Q

或
ぱ
叉
永
祿
十
年

二
月
十
日
の
如
き

「
六
齋
之
念
佛
、
大
施
餓
鬼
有
之
、
十
六
七
ケ
所
之
衆
、

先
刻
念
佛
申
之
次
各

「
度
又
念
佛

有
之
、

⑥

鉦
皷
之
衆
二
千
八
百
人
、
貴
踐
男
女
之
群
集
七
八
萬
入
、
中
略
、
先
代
未
聞
之
群
集
也
。」
・こ
い
ふ
に
至
つ
て
は
、
た

、こ
へ
誇
張
的
言
辭
、こ
は

い
へ
、
其
の
盛
大
さ
が
窺
ば
れ
や
う
。
中
で
も
參
詣
の
利
釜
に
よ
つ
て
無
量
の
幅
徳
を
得
、

世
聞
の
富
貴
を
生
す
る
ーこ
信
ぜ
ら
れ
た
る
鞍
馬

毘
沙
門

天
の
如
き
信
仰
ぱ
甚
だ
盛
で
、
蔭
凉
軒

日
録
に
は
應
仁
文
明
よ
り
長
享
延
徳
の
交
に
亘
り
、

寅

日
鞍
馬
參
詣
の

こ
、こ
を
屡
々
見
る
こ

o

.
-
--
-

.

.--
-.-
.

-こ
が
出

來
る
。
又
東
寺
の
大
黒
天
が
所
謂
弘
法
大
師

一
刀
三
禮
の
彫
刻
で
あ
る
ε
い
ふ
の
で
、

そ
の
開
扉
に
貴
踐
男
女
が
幅
徳
を
貰
ひ
に
競

⑥

う
て
詣

で
た
な
,ご
、
偏

に
庶
民
擡
頭
の
時
勢
相
の
然
ら
し
む
る
ーこ
こ
ろ
・こ
は
い
へ
、

叉
以
て
近
世
に
於
け
る
所
謂
李
民

文
化
全
盛
の
序
幕
を

演
す
る
も
の
ε
い
ふ
こ
,こ
が
で
き
や
う
。

註

①

多
聞
院
日
記
、
信
長
公
詑
等

②

師
檀
關
係
に
就
て
は
辻
善
之
助
博
士

「
日
本
佛
教
史
の
研
究
」
・參
照

③

宗
長
手
記

④

言
綴
卿
詑

⑤

鞍
馬
寺
史

⑥

蔭
凉
軒
獄
録

延
徳
二
年
七
月
廿
六
日
條

四
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巡
禮

ご
表
裏
し
て
伊
勢
參
宮
も
盛
に
行
は
れ
た
。
中
村
直
勝
氏
は

「
熊
野
那
智
山
を

一
番
-こ
し
、
美
濃
谷
汲
を
三
十

三
番
、こ
す
る
巡
禮
が

西
國
三
十
三
所
ぐ)
言
は
れ
る
理
由
も
、
坂
東
諸
國
か
ら
見
る
か
ら
西
國
で
あ
り
、

熊
野
を

一
番

・こ
す
る
理
由
は
、
先
づ

伊
勢
騨
宮
に
參
詣
し

て
、
そ
し
て
三
十
三
所
靈
塲
を
巡
禮
し
、

そ
れ
を
絡

へ
て
坂
東

へ
歸
る
も

の
」
た
め
に

一
か
ら
三
十
三
ま
で
の
順
序
が

附
け
ら
れ
た
も
の
で

0

あ
ら
う
。」

-こ
い
つ
て
二
都
の
關
係
を
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
。

一
體
紳
宮
の
信
仰
は
鎌
倉
時
代
以
後
愈

々
盛

、こ
な
り
、

重
源
參
詣
參
宮
記
、

東

大
寺
衆
徒
參
詣
伊
勢
大
祚
宮
記
、
通
海
參
詣
記
等
は
佛
家
の
參
宮
記
で
あ
り
、
室
町
殿
伊
勢
參
宮
記
、

人
鏡
論
等
は
公
家
武
家
の
參
宮
記
で

あ

る
。
狂
言
素
襖
落
は
參
宮
を
主
題
-こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
當
時
に
於
け
る
國
民
の
參
宮
を
助
長
し
た
も
の
は
御
師
の
活
動
に
よ
る
こ

,こ
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
御
師
は
紳
宮
の
お
守
札
を
(後
に
は
暦
)
持

つ
て
各
地
の
豪
族
に
読

い
て
施
入
を
受
け
、

特
別
な
師
檀
關
係
の

如
き
も

の
を
結

ん
だ
所
謂
高
野
聖
の
如
き
も
の
で
、
後

に
は
御
師
職
の
家
は
宿
坊
を
象
ね
る
や
う
に
な
つ
た
。

か
く
て
國
民

一
般
の
棘
宮
露
敬
の
機

雲
.は
愈

々
醸

成
さ
れ
た
。
武
家
法
制
の
原
奥
た
る
貞
永
式
目
の
精
神
は
戰
國
武
將
の
聞
に
も
十
分
傳
統
さ
れ
、

敬
棘
崇
佛
は
頗
る
高
揚
さ
れ

た
。
而
し
て
内
外
宮
の
邏
宮
再
興
は
皇
室
の
尊
嚴
ε
紳
宮
の
帥
威
・こ
を

一
暦
光
輝
あ
ら
し
め
た
。

か
く
の
如
き
時
代
の
趣
向
-こ
民
意
の
趣
く
處
を
察
し
、

紳
道
史
上

一
新
紀
元
を
劃
し
た
も
の
は
か
の
吉
田
榊
肚
の
祠
官
吉
田
兼
倶
で
、
そ

の
著
、
惟

一
紳
道
名
法
要
集

に
於
て
、
「
祚
ぱ
天
地
の
根
元
」
、
「
紳
道
は
萬
法
の
根
本
」
で
あ

る
こ
・こ
を
主
張
し
、

日
本
生
議種
子
↓
震

旦
現
昌枝
葉
↓
天
竺
開
二花
實
殉
故
佛
法
者
爲
二萬
法
之
花
實
↓
儒
歡
者
爲
二萬
法
之
枝
葉
↓
祚
道

者
爲
論禹
法
之
根
本
叩

彼

二
教
者
皆
是
棘
道
之
分
化
也
。

.

ε
い
つ
て
、
純

一
無
雜
の
榊
道
を
宣
布
す
る
、こ
設

い
て
ゐ
る
。
彼

に
よ
る
・こ

「
三
歡
を
要
す
べ
か
ら
す
」
-こ
い
ひ
な
が
ら
、

更
に
弘
く
三
教



の
才
學
を
存
し
、
專
ら
我
が
榊
道
の
淵
源
を
極
む
る
者
ま
た
妨
げ
ん
や
」

・こ
い
つ
て
ゐ
る
。

其
の
行
事
も
紳
道
灌
頂
、
祚
道
護
摩
・こ
い
ふ
如

き
密
教

的
色
彩
を
帶
ぶ
こ
ご
頗
る
多

い
。
三
教
を
巧
み
に
調
和
せ
ん
、こ
し
た
こ
、こ
は
明
か
で
あ
る
。

前
述
の
思
想
を
根

葉
花
實
読
・こ
言
ひ
、

卜
部
神
道
で
は
こ
の
思
想
を
聖
徳
太
子
の
説

、こ
し
て
利
用
し
、
こ
れ
を
李
安
末
期
の
ト
部
兼
延
の
作
、こ
し
て
ゐ
る
が
、

實

は
兼
倶
の
僞
作
で

あ
る
こ

、こ
は
、
既
に
林
道
春
の
本
朝
神
瓧
考

に
中
臣
卜
部
の
輩
の
假
托
す
る
、こ
こ
ろ
、こ
道
破
し
て
ゐ
る
。

-こ
に
か
く
國
民
の
自
主
的
觀
念
の
強
調
は
古
有
文
化
奪
重
の
精
祚
、こ
な
り
、
た
、こ
へ
儒
佛
の
模
倣
・こ
は
い
へ
、

一
個
獨
立
の
日
本
文
化
な

る
も
の
を
作
り
上
げ
ん
ご
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
鍍
倶
は
夙

に
此
の
時
代
精
紳
を
把

へ
た
も
の
、こ
い

へ
や
う
。

註

山石
波
國
史
講
座

「
室
町
時
代
の
庶
民
生
活
」

四

上
來

、
中
世
末
期
に
於
け
る
我
國
民
の
精
棘
生
活
の

一
面
を
跡
づ
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

さ
て
戰
國
武
將
の
自
國
維
持
經
營
の
第

一
義

諦
は
何

で
あ
つ
た
か
。
そ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、富
國
張
兵
の
充
實
で
あ
る
。

時
し
も
治
國
卆
天
下
の
道
、
帥
ち
府
庫
の
充
實
、主
從
の
道

國
家
の
統
制
を
敦
ふ
る
儒
教
i
宋
學
1
が
國
民
の
受
容
す
る
・こ
こ
ろ
・こ
な
り
、

近
世
教
學
の
基
礎
を
な
し
た
こ
ざ
に
何

の
不
思
議
も
な

い
。

O

薩
摩

の
大
儒
山
本
秋
水
が
「
蓋
倡
二
程
朱
學
於
薩
摩
一者
自
コ禪
師

一始
、」

、こ
い
つ
て
ゐ
る
如
く
宋
學
は
應
仁
亂
後
歸
朝
し
て

「
不
宗
朱
子
之

②

非
學
」

を
標
榜
し
た
桂
庵
に
到
つ
て
面
目
を

}
新
し
た
。
そ
の
後
南
浦
文
之
に
績
い
て
近
世
儒
學
の
祀
Σ
い
は
れ
る

藤
原
惺
窩
及
林
羅
山
の

③

如
き
碩
儒

出
で

」
邃

に
幕
府
の
政
歡
を
司
る
に
至
つ
た
。

そ
の
結
果
近
世
に
於
け
る
國
民
敏
化
の
基
-こ
な

り
、
文
運
の
興
隆
、
維
新
改
革
の

萠
芽
を
胎

胚
せ
し
め
、
瓧
會
の
指
導
原
理
、こ
し
て

一
定
の
文
化
體
系
を
成
す
に
至
つ
た
。

然
も
そ
れ
ら
の
俊
傑
は
佛
門

か
ら
儒
に
歸
し
、
極

力
佛
教
を
排
斥
し
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
唱

へ
る
・こ
こ
ろ
の
經
學
は
所
謂
古
註
で
は
な
く
、
朱
子
の
新
註
で
あ
り
、

そ
の
文
學
も
彼
の
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自
樂
天
等
の
も
の
で
な
く
、
唐
代
排
佛
家

、こ
し
て
有
名
な
る
韓
退
之
の
文
章
で
あ
る
。

さ
れ
ば
自
然
反
佛
敏
的
な
方
向

に
向
ふ
こ
、こ
曳
な

つ

④

た
Q
帥

ち
彼
等
は

「
世
の
さ
ま
た
け
・こ
な
る
も
の
は
出
家
の
道
な
り
」
・こ
排
斥
し
、

或
は

「
大
抵
寺
道
塲
を
建
立
す
る
は
國
家
に
釜
な
き
の

⑤

、

⑥

み
な
ら
す
、
却

つ
て

人
倫
に
害
あ
れ
ば

廢
る
玉
ほ
さ
珍
重
。
」

亀こ
極
言
し
て
ゐ
る
。

こ
玉
に
至
つ
て
は

全
く
排
佛
歡
的
傾
向
を
主
張
せ
る

も
の
で
、
儒
者
の
口
吻
が
察
せ
ら
れ
る
。
更
に
又
貝
原
釜
軒
を
し
て
學
問
の
道
を
言
は
し
む
る
な
ら
ば

「
學
問
に
有
用
の
學
あ
り
、
無
用
の

O

學
あ
り
、
わ
が
儒
の
學
は
有
用
の
學
な
り
、

有
用
の
學

-こ
は
學
問
を
す
れ
ば
、

わ
が
人
の
た
め
釜
-こ
な
る
を
い
ふ
。」

こ
の
有
用
の
學
を
す

⑧

る
こ
・こ
こ
そ
當
代

一
般
學
者
の
考
で
あ

つ
た
。

然
も
そ
の
本
旨
は

「
我
儒
の
道
は
經
濟
の
道
、こ
て
世
を
を
さ
め
、
入
を
す
く
ふ
大
道
な
り
。
」

ε
い
ふ
遠
大
な
る
抱
負
に
對
し
て
は
佛
者
も
神
道
家
も
三
舍
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
そ
の
學
び
得
た
知
識
は
直
ち
に
政
治
經
濟
其

他
萬
般

の
道
に
應
用
さ
れ
、
そ
れ
を
誘
導
す
る
力
が
あ
る
も
の
、こ

一
般

に
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
文
化
の
指
導
精
瀞
書
な
つ
た
。

こ
の
儒
教
風
糜
に
刺
戟
さ
れ
て
興

つ
た
の
が
所
謂
國
學
で
あ
る
。

そ
の
國
學
が
國
體
觀
念
・こ
結
合
す
る
に
及
ん
で
遽

か
に
勢
力
を
も

つ
こ

ーこ
玉
な

つ
た
Q
然
し
儒
教
に
し
て
も
、
國
學
に
し
て
も
、
そ
の
ま

玉
で
は
我
國
民
を
指
導
す
る
こ
ε
が
出
來
な
い
の
で
、

無
用
の
佛
教
ε
斥

け
な
が
ら
も
そ
の
長
を
採
り
、
自
ら
の
短
を
補

つ
て
、
國
民
を
指
導
し
て
行

つ
た
の
で
あ
る
。

排
佛
邏
動
が
必
然
的
に
起
つ
て
き
た
ε
は
い

⑨

へ
、
佛
像
な
り
ε
て
麁
末
に
取
扱
ふ
べ
か
ら
す
、こ
い
ふ
禪
道
家
の
詮
が

一
方
か
ら
勢
を
有
し
て
き
た
所
以
で
あ
る
。

-こ
に
か
く
、
佛
敏
も
儒
教
も
、
全
く
日
本
的
獨
立
を
な
し
た
Σ
い
ふ
べ
く
、
殊
に
中
世
よ
り
近
世
に
亘
る
變
遷
多
い
時
代
に
於
て
、

國
民

歡
化
の
基
礎
・こ
な
り
、
精
祚
生
活
を
豊
富

に
し
た
の
で
あ
る
。

馳

①

島
津
國
史

②

日
本
教
育
史
料
卷
十
二

③

漢
學
起
源
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⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑥ ④

惺
窩
千
代
茂
登
草

淺
見
綱
齋
白
鹿
洞
書
院
竭
示
講
義

江
戸
時
代
の
排
佛
論
に
就
て
は
徳
重
淺
吉
氏

「
維
新
精
神
史
研
究
レ
參
照

盆
軒
十
訓

大
和
俗
訓

盆
軒
+
訓

五

常

訓

・憩
逋
慙
國
辨
義
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